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貧
困
削
減
戦
略
ペ
ー
パ
ー
（
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
）
で
は
参
加
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
確
か
に
、

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
当
事
国
政
府
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
作
成
過
程
、
実
施
過
程
で
は
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
が
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
本
章
で
は
と
く
に
貧
困
削
減
に
お
い
て
民
間
企
業

と
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

１　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
半
公
共
部
門
拡
大
の
背
景

　

経
済
運
営
の
方
法
と
し
て
混
合
経
済
と
い
う
形
態
が
あ
る
。「
民
間
部
門
」
と
「
公
共
部
門
」
が
あ
り
、

民
間
部
門
が
市
場
競
争
に
よ
っ
て
経
済
活
動
を
行
い
、
公
共
部
門
が
市
場
競
争
に
よ
る
失
敗
を
補
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
（
図
３
参
照
）。
民
間
企
業
は
、
利
潤
を
最
大
化
す
る
た
め
に
市
場
で
競
争
す
る
。
こ
れ

が
図
３
で
は
、
矢
印
Ｃ
で
あ
る
。
公
共
部
門
は
、
警
察
や
公
園
な
ど
の
「
公
共
財
」
を
提
供
す
る
。
こ
の

よ
う
な
財
は
、「
市
場
の
失
敗
」
が
あ
り
、
民
間
の
自
由
競
争
で
は
適
切
に
提
供
さ
れ
な
い
。
こ
れ
が
、

矢
印
Ａ
で
あ
る
。
公
共
部
門
が
、
民
間
企
業
の
活
動
に
選
択
的
に
介
入
し
、
資
源
配
分
を
変
え
る
こ
と
で

産
業
の
育
成
を
図
る
の
が
産
業
政
策
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
矢
印
Ｂ
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
で
採
ら
れ
た
石
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炭
や
鉄
鋼
の
産
業
育
成
（
傾
斜
生
産
方
式
）
は
そ

の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
以
上
が
従
来
の
教
科
書

に
記
さ
れ
た
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
こ
の
形
態
に
大
き
な
変
化
が

も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
を
図
４
に
示
し
た
。

　

第
一
に
、
民
間
部
門
の
比
重
が
公
共
部
門
に
比

べ
て
格
段
に
大
き
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
政
府
の

役
割
が
小
さ
く
な
り
、
民
間
の
競
争
に
よ
り
効
率

を
高
め
る
動
き
が
と
く
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
は

ビ
ッ
グ
バ
ン
な
ど
に
よ
り
活
発
化
し
た
。
さ
ら
に
、

民
間
部
門
で
も
多
国
籍
企
業
の
企
業
規
模
が
合
併

や
買
収
で
大
き
く
な
り
、
な
か
に
は
小
さ
な
国
の

経
済
規
模
を
超
え
る
企
業
も
多
く
な
っ
た
。
経
済

の
自
由
化
は
、
こ
れ
に
よ
り
所
得
格
差
を
大
き
く

す
る
可
能
性
を
増
し
た
。
第
二
に
、
民
間
部
門
で

市場競争

市場の失敗

Ａ

Ｂ

産業育成政策
Ｃ

Ｄ

リスク
公共財 情報

規模の経済
インフラ（たとえばＢＯＴ)
環境

Ｄのウエイトの拡大
　(出所)　筆者作成。

公共部門 民間部門

図３　民間部門による市場の補完
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も
公
共
部
門
で
も
な
い
半
公
共
部
門
の
比
重
が
大
き
く
な
っ

た
。
た
と
え
ば
、
公
共
部
門
に
属
し
た
博
物
館
が
、
公
共
部

門
か
ら
独
立
し
、
入
場
料
や
民
間
か
ら
の
寄
付
で
運
営
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
半
公
共
部
門
」
で
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
比
重

が
高
ま
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
、
所
得

格
差
に
よ
る
貧
困
層
の
意
見
を
代
弁
す
る
役
割
が
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
情
報
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
こ

れ
ま
で
公
共
部
門
が
実
施
し
て
き
た
こ
と
を
行
う
が
、
民
間

企
業
か
ら
の
献
金
で
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
提
供
す
る
財
が
半
公
共
財
で
あ
る
。

公共部門：
国際機関

半公共部門
（ＮＧＯを
含む）

民間部門：
国内企業

民間部門：
多国籍企業

市場の
失敗 市場経済

　(出所)　筆者作成。

図４　混合経済の変化
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２　

半
公
共
部
門
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む
）
の
役
割
の
増
大

　

経
済
セ
ク
タ
ー
を
「
民
間
部
門
」
と
「
公
共
部
門
」（
政
府
セ
ク
タ
ー
を
含
む
）
に
分
け
、「
市
場
競
争
」

が
働
く
財
と
「
市
場
の
失
敗
」
が
発
生
す
る
財
の
二
種
類
の
財
が
あ
る
と
考
え
よ
う
。「
市
場
競
争
」
が

働
く
場
合
に
は
「
民
間
部
門
」
が
担
い
、「
市
場
の
失
敗
」
が
あ
る
場
合
に
「
公
共
部
門
」
の
役
割
が
生

じ
る
。
こ
れ
が
前
節
で
説
明
し
た
教
科
書
的
な
考
え
方
で
あ
る
（
図
３
参
照
）。
こ
の
関
係
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
の
日
本
の
産
業
育
成
政
策
な
ど
で
議
論
さ
れ
た
の
は
、
公
共
部
門
が
市
場
競
争
に
介
入
す
る
場

合
で
あ
っ
た
。
市
場
競
争
が
働
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
介
入
し
て
特
定
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
か
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
っ
た
。
近
年
で
は
そ
の
逆
の
場
合
が
多
く
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
混
合
経
済
に
お
け
る
二
つ
の
特
徴
を
示
そ
う
（
図
４
参
照
）。

　

第
一
の
特
徴
は
、
民
間
部
門
が
市
場
の
失
敗
を
補
う
場
合
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

発
電
所
、
道
路
や
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
か
つ
て
は
政
府
が
提
供
し
た
が
、
近
年
は
民
間
部
門
に
属

す
る
多
国
籍
企
業
に
よ
り
建
設
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
民
間
部
門
の
多
国
籍
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企
業
で
は
合
併
や
買
収
で
企
業
規
模
が
大
き
く
な
り
、
小
さ
な
国
の
経
済
規
模
を
超
え

る
企
業
も
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
外
部
不
経
済
の
典
型
的
な

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
環
境
問
題
も
、
民
間
企
業
の
費
用
で
解
決
さ
れ
る
例
も
出
て
き

て
い
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
半
官
・
半
民
の
セ
ク
タ
ー
が
経
済
発
展
の
過
程
で
重
要
に
な
っ
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
半
官
・
半
民
の
セ
ク
タ
ー
を
「
半
公
共
部
門
」
と
呼
ぼ
う
。

こ
の
半
公
共
部
門
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
含
ま
れ
、
そ
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
た
。
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
、
そ
の
ウ
エ
イ
ト
を
増
し
た
民
間
部
門
と
そ
の
ウ
エ
イ
ト
を
小
さ
く
し
た
公
共
部
門

と
の
つ
な
ぎ
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
多
国
籍
企
業
の
発
展
で
所
得
格
差
が
大
き
く

な
る
が
、
そ
の
所
得
格
差
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
貢
献
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
国
家
あ
る
い
は
政
府
の
役
割
は
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
民
間
と
政
府
と

の
中
間
に
位
置
す
る
半
官
・
半
民
の
経
済
主
体
が
提
供
す
べ
き
「
半
公
共
財
」
の
分
析

が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
民
間
部
門
と
公
共
部
門
の
つ
な
ぎ
と
な
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
役
割
の
分
析
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
は
、
す
で
に
第
三
段
階
に
は
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
初
は
、

表14　増大する国際的ＮＧＯの数
1981 年 1991 年 1995 年 1996 年

ＮＧＯの数 14,273 28,200 36,486 44,128
　（出所）　Union of International Associations, Yearbook of International 

Organizations, 1996/97.
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
反
政
府
的
な
色
彩
が
あ
っ
た
。
次
の
段
階
で
、
途
上
国
の
開
発
に
お
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
が
必

要
な
場
合
が
出
て
き
た
。
現
在
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
が
経
済
開
発
に
不
可
欠
で
あ
り
、
積
極
的
な
参
加
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
反
映
し
て
表
14
で
示
す
よ
う
に
急
速
な
勢
い
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
数
が
増
大
し
て

い
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
一
方
で
こ
れ
ま
で
の
公
共
部
門
の
役
割
を
果
た
し
、
一
方
で
そ
の
た
め
の
資
金
を
民

間
企
業
か
ら
の
寄
付
で
賄
う
。
こ
の
よ
う
な
形
態
が
今
後
は
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　

以
上
を
要
約
す
る
と
、
強
調
す
べ
き
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
近
年
に
お
い
て
多
国
籍
企
業

を
含
む
民
間
部
門
は
、
市
場
競
争
の
働
く
部
門
だ
け
に
関
与
す
る
の
で
は
な
く
、
市
場
競
争
で
は
効
率
を

達
成
で
き
な
い
「
市
場
の
失
敗
」
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
第

二
に
、
経
済
発
展
の
段
階
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
を
含
む
半
公
共
部
門
が
、
半
公
共
財
を
提
供
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

３　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
衰
退
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
台
頭

　

一
九
八
〇
年
を
境
に
始
ま
っ
た
世
界
経
済
の
構
造
調
整
は
、
貿
易
・
投
資
の
自
由
化
な
ど
の
経
済
自
由
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化
を
推
進
し
た
。
こ
の
過
程
で
社
会
主
義
国
の
市
場
経
済
化
が
進
み
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
。
い
わ
ゆ
る
市
場
経
済
化
の
進
展
で
あ
る
。
し
か
し
、

貿
易
・
投
資
の
自
由
化
に
よ
り
恩
恵
を
受
け
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
所

得
格
差
は
大
き
く
な
っ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
産
業
の
発
達
は
、
か
つ
て
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス

（
Ｇ
Ｅ
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
経
営
方
式
に
大
改
革
を
も
た
ら
し
、
世
界

的
な
合
併
・
買
収
、
提
携
を
も
た
ら
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
主
役
は
、
民

間
企
業
の
経
営
革
新
に
あ
っ
た
。
多
国
籍
企
業
は
直
接
投
資
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
エ
マ
ー
ジ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
新
興
市
場
）
に
貢
献
し
た
。
し
か

し
、
世
界
的
な
規
模
で
の
経
済
成
長
を
促
進
す
る
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ

バ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
所
得
格
差
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
経
済
自
由
化
に
よ

る
効
率
の
上
昇
は
、
成
長
に
つ
な
が
る
が
、
一
方
で
所
得
格
差
を
拡
大
す
る
。

こ
の
所
得
格
差
は
、
一
国
内
で
も
、
国
と
国
と
の
間
で
も
発
生
し
た
。
表
15

に
示
す
よ
う
に
、
直
接
投
資
の
流
入
は
東
ア
ジ
ア
で
は
急
速
に
増
大
し
た
が
、

中
東
で
は
停
滞
し
た
。
先
進
国
に
も
世
界
的
な
企
業
合
併
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ

表15　開発途上国への直接投資（報告国の純流入ベース）
1970 年 1980 年 1990 年 1999 年

東アジア 201 1,318 11,135 56,041
中・東欧 58 18 1,051 26,534
ラテンアメリカ 1,082 6,113 8,177 90,335
中東 266 -3,312 2,458 1,461
南アジア 69 185 464 3,070
サハラ以南アフリカ 93 53 923 7,949
６地域合計 1,769 4,375 24,208 185,390
　（出所）　世界銀行ＳＩＭＡデータ。
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で
失
業
が
生
ま
れ
、
途
上
国
で
は
国
有
企
業
改
革
に
よ
る
失
業
が
生
ま
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
球
規
模

で
世
界
の
所
得
を
再
配
分
す
る
必
要
性
が
生
ま
れ
た
。
世
界
全
体
の
所
得
の
再
配
分
を
し
な
い
と
、
世
界

の
社
会
的
安
定
性
を
保
つ
こ
と
が
難
し
い
段
階
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
所
得
格
差
が
大
き
く
な
る
状
況
の
な
か
で
、
貧
困
層
を
支
え
る
マ
ル
ク
ス
主
義
が
社
会
主
義
国
の

市
場
経
済
へ
の
移
行
で
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
る
貧
困
層
の
代
弁
者
と
し
て
三
つ
の
可
能
性

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
に
イ
ス
ラ
ム
教
、
第
二
に
世
銀
、
国
連
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
の
国
際
機
関
、
第
三
に

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
貧
困
層
の
声
を
反
映
す
る
力
と
し
て
確
実
に
成
長
し
て
い
る
。
貿
易
と

投
資
の
自
由
化
が
所
得
格
差
を
生
ん
だ
。
そ
の
よ
う
な
自
由
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
や
世
銀
で

あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
や
世
銀
に
所
得
格
差
を
小
さ
く
す

る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
。
こ
の
所
得
格
差
の
是
正
の
た
め
に
は
、
世
銀
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
ど
の
国
際
機
関

が
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国
際
機
関
の
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
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４　

世
銀
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力

　

さ
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
世
銀
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
携
と
し
て
、
第
４
章
で
説
明
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
Ｇ
Ｄ
Ｎ
）
が
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｎ
は
、
二
〇
〇
一
年
の
三
月
に
世
銀

か
ら
独
立
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
な
っ
た
。
こ
の
Ｇ
Ｄ
Ｎ
は
、
途
上
国
の
研
究
者
の
人
材
を
育
成
し
、
そ
の
研
究

を
政
策
に
生
か
し
、
貧
困
の
削
減
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
情
報
を
有
効
に
利
用

す
る
こ
と
で
貧
困
を
削
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
世
銀
に
は
、
ほ
か
に
も
民
間
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
社

の
「
ヤ
フ
ー
」（Y
ahoo
）
に
相
当
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
」
も

世
銀
か
ら
独
立
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
な
っ
た
。
民
間
部
門
で
も
な
く
、
公
共
部
門
で
も
な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
世
銀
と

連
携
し
、
市
場
の
失
敗
を
補
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｎ
の
活
動
の
た
め
の
資

金
が
一
部
フ
ォ
ー
ド
財
団
な
ど
の
民
間
企
業
か
ら
も
提
供
さ
れ
た
。
半
公
共
部
門
は
民
間
部
門
か
ら
も
資

金
の
提
供
を
受
け
、
公
共
部
門
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。




